
問青少年課☎225-2580 厚木市　成人式　　 　 検索詳しくは

はたちのつどい
　感染拡大防止のため、中学校区ごとに
３回に分けて開催します。対象者には、
12月上旬に招待状を送ります。

《日時》1月10日　※各回45分

　110時30分～
　　（厚木・東名・相川・玉川・森の里）
　213時～
　　（南毛利・林・依知・藤塚）
　315時30分～
　　（小鮎・荻野・睦合・睦合東）

《対象》 2001年4月2日～02年4月1日に生まれた
市内在住者と参加希望の新成人

《場所》文化会館
《内容》式典、ビデオレターなど

※オンライン配信を予定

アトラクション用の写真・映像を募集
①小・中学生の頃の写真
②�「抱負や目標」を書いた紙を手に持つ
映像

申市HPで注意事項を確認の上、10月31日ま
でに成人式実行委員会公式LINE（＠914�
nkboo）または公式インスタグラム（seijin_
atsugi）のダイレクトメール機能で送信（①
は市HP青少年課メールフォーム、②は青少
年課への直接提出も可）。メッセージ本文に
氏名、出身中学校、住所、電話番号を記載。

新成人の門出を祝う

催 し
あつぎ青春劇場

■唄
うた

う！青春劇場カラオケ大会
　10月①2日②30日、14時30分～
16時。ゲストは①立花伸一②小倉
恵子。
■あつぎ青春劇場落語会
　10月23日、11時～12時30分。出演
は三遊亭萬

まん

丸
まる

。
　いずれもアミューあつぎ。定員50
人。500円。申当日直接会場へ。先着
順。問商業にぎわい課☎225-2840。

神奈川工科大学
厚木市子ども科学館の催し

■プラネタリウム特別番組
「ライブ投影」
　9月26日、13時30分～14時10分。
「今夜の星空と注目の天文現象」を

テーマにスタッフが解説。定員25人。
200円（中学生以下50円）。申当日
9時から観覧券を販売。 2113015
■昼寝タリウム
　木曜（9月23日を除く）、12時15分
～12時45分。満天の星の下、ゆった
りと過ごす。定員25人。入退場自由。�
200円（中学生以下50円）。申当日
9時から観覧券を販売。 1913007
■マタニティプラネタリウム
　11月3日、13時30分～14時15分。
心地よい音楽を楽しみながらゆっ
たりと星空観賞をする。妊婦と20
歳以上の付き添いの方25人。託児
あり（1歳～小学3年生10人。10月
11日までに要予約。先着順）。200
円。申9月26日（年間パスポート
を持つ方は25日）9時から電話で
受け付け。 2113016
■土曜科学実験室「不思議物体ム
ニュムニュの研究」
　10月23日、13時30分～15時30分。
スライム状のおもちゃを作りなが
ら、秘密を探る。小学生以上10人

（付き添いの方も要予約）。無料。
申10月2日（市外の方は3日）9時
から電話で受け付け。 2113017
■ミニ工作教室「ヘリコップ」
　10月10日、①13時30分～②14時
30分～（各回30分）。紙コップで
ヘリコプターを作る。定員10人。
無料。申当日9時から電話で受け
付け。 2113018
■おもしろ実験「月の満ち欠け」
　9月19日、①10時30分～②13時
30分～（各回30分）。工作と実験
を通して月齢早見盤を作り、月の
満ち欠けの原理を知る。小学生以
上10人（付き添いの方も要予約）。
無料。申当日9時から電話で受け
付け。 2113019
■大人のためのプラネタリウム

「宇宙の食を楽しむ」 
　10月30日、18～19時。月食など
宇宙の現象を楽しむ。15歳以上25
人（中学生は除く）。200円。申9
月19日（年間パスポートを持つ方
は18日）9時から電話で受け付け。
2113020

　いずれも先着順。会場、問い合
わせは子ども科学館☎221-4152。

《「催し」は2面に続きます》

　新型コロナウイルスの影響で掲載の催しが中止となる場合や、利用に
制限のある施設があります。市HPで随時お知らせします。

 感染対策　不要不急の外出自粛、マスクの着用、咳
せき

エチケット、小まめな手洗い・消毒を心掛けましょう

編 集・ 発 行 ／ 厚 木 市 広 報 課
〒243-8511　神奈川県厚木市中町 3-17-17
TEL.046-223-1511㈹　FAX.046-223-9951
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イベント情報や街の話題などを紹介

他にもツイッターやインスタグラムなど、さまざま
なソーシャルメディアで情報を発信中

広報テレビ・ラジオ番組

AIC「あつぎ元気Wave」
①12時～②19時 30分～③22時 45分～
（各15分）

ケーブル
テレビ

tvkデータ放送
テレビリモコンのdボタンを押して、厚木市
の一押し情報をチェック

tvk「猫のひたいほどワイド」
毎月第1・3月曜、13時ごろ（3分程度）

テレビ

FM ヨコハマ
「ラブリーデイ」（84.7MHz）
毎月第1・3火曜、9時 35分ごろ（3分程度）

ラジオ

詳しくは 厚木市　ソーシャルメディア 検索

=申し込み　　 =問い合わせ　
☎=電話番号　 =ファクス番号　
=Eメール　 HP=ホームページ

ウェブ▼アプリ▼
広報あつぎデジタル版

マイ広報紙 あつぎ 検索

登録受付中

災 害情報
防災行政無線の内容も配信

のメールマガジン

災害や市民生活に影響を及ぼす
緊急性の高い情報を発信します

LINE

市役所への郵便物は「〒243-8511
◯◯課」で届きます。
申

　＝講座予約システム（　印の番号で、ウェブ
上から詳しい情報を確認できます。「 」と
記されたものは、申し込み可）

申

公式
アカウント

市HPでもPDF版を掲載
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　思い切り体を動かして、リフレッシュ
しませんか。健康や自分の体のことも学
べます。

⃝問健康づくり課☎225-2201
■L

 ロ ハ ス  
OHASコース

　日時　�11月12 ・ 22 ・ 25 ・ 30日、 12月6・10日（全6回）　10～12時
　内容　�健康につながる食事や栄養、運動、睡眠などの講座と、

フラダンスを学ぶ
　対象　�市内在住の40～59歳で介護保険サービスを利用していな

い女性15人。託児あり（1歳～小学3年生10人。抽選）
　費用　�無料

申10月14日までに健康づくり課へ。抽選。 2111005

大人女子のための
フィットネス・プログラム

⃝問国保年金課☎225-2125

参加者
募集

日時　10月①19日②26日� 13時30分～15時
場所　�保健福祉センター
内容　❶目からうろこの日本茶講座
　　　　日本茶の歴史や効能を学ぶ
　　　❷みんなでダイヤビック
　　　　シニア向けの音楽に合わせたエアロビクス体験
対象　�市内在住の方各回20人
費用　�❶500円　❷無料

　企業から講師を招き、専門性を
生かした講義や実技で、皆さんの
健康づくりを応援します。

簡単・実践！健康講座簡単・実践！健康講座

詳細は
こちら

申 9月15日から
国保年金課へ。
先着順。

２

　森の里東土地区画整理事業施行区域へのアクセス道路となる、厚木環状3号線の整
備が進んでいます。市施工としては初となるトンネル工事が年度内に完成。22年の一部
開通を目指しています。

厚木環状３号線
一部開通に向けて

問道路整備課☎225-2310

トンネル工事が年度内完了
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整備のポイント

青少年発明コンクール
作品展示
　9月18日～10月3日。本厚木駅東
口地下道。市内の小・中学生が夏
休みに作った発明品を展示。問産
業振興課☎225-2830。

斎場施設見学会
　9月25日、10時30分～12時。市斎
場。施設見学と葬儀の説明。定員
30人。無料。申9月15～24日に市斎
場☎281-8595へ。先着順。

七沢自然ふれあいセンター
の催し

■大人のための外遊びクラブ
　10月31日。木のスプーン作り、
ダッチオーブン料理など。市内在
住在勤在学の18歳以上25人（高校
生不可）。1500円（材料費、保険料）。
申2002026

◆親子森のようちえん・秋
　11月3日。秋の森探検、おやつ
作りなど。市内在住の未就学児と
保護者50人。600円（材料費、保
険料）、3歳未満45円（保険料）。
申2002016

　いずれも10～15時。七沢自然ふ
れあいセンター。申10月7日まで
に七沢自然ふれあいセンター☎
248-3500へ。抽選。

講　座
きっかけ運動教室
　10月12・19・26日（全3回）、14
～16時。あつぎ市民交流プラザ。
自宅でもできる軽い運動。市内在
住の65歳以上20人（要介護認定を
受けている方は要相談）。無料。
申9月28日から介護福祉課☎225-
2388へ。先着順。

フレイル（虚弱）チェック
　10月5日、10～12時。老人福祉セ
ンター寿荘。加齢で筋力や心身の
活力が低下した状態（フレイル）
を検査。市内在住の65歳以上10人。
無料。申直接、電話またはハガキ
に講座名、〒住所、氏名、生年月日、�
電話番号を書き、9月27日（必着）
までに〒243-8511介護福祉課☎
225-2388へ。抽選。 申2107010

睡眠力アップ基礎講座・眠
れるココロとカラダの作り方
　10月①15日＝厚木南公民館②29
日＝愛甲公民館。14時～15時30分。
眠りの改善方法の解説や香り袋作
り。ゲートキーパー養成講座も同

時開催。市内在住の40～64歳15人。
無料。申10月8日までに健康づく
り課☎225-2201へ。抽選。

これであなたも検査値改善！
特効・エクササイズ
　10月19日、14時～15時30分。緑
ケ丘公民館。運動指導士による運
動の実践や、保健師・栄養士から
高血糖を防ぐこつを学ぶ。血管年
齢・骨健康度測定も同時開催。市
内在住の40～64歳15人。無料。申
10月8日までに健康づくり課☎
225-2201へ。抽選。

税を考える週間協賛行事
「地域ふれあい講演会」
　10月20日、18時～19時50分。文
化会館。登山家の野口健氏による
「目標を持って生きることのすば
らしさ・モチベーションを持ち続
けるために」がテーマのオンライ
ン講演。無料。①オンライン＝
1000人②会場＝800人。申10月8日
までに厚木法人会HPから申し込
み（②は電話も可）。問厚木法人
会☎221-1055。

市立病院講演会「そうだったのか高齢
者の誤

ご

嚥
えん

性肺炎・原因から予防法まで」
　10月19日、14～15時。市立病院。
誤嚥性肺炎の病態や予防法を専門

医が解説。定員30人。無料。申10月
7日までに病院総務課☎221-1570
へ。抽選。 申2144002

情報プラザのパソコン講座
■中級者向け表計算講座
　10月3・10・24・31日（全4回）、
9時50分～。データを効率よく入力
する機能や印刷技術など、表計算
ソフトの使い方を学ぶ。定員8人。
2000円。 申2104017
■中級者向け文書作成講座
　10月6・13・20・27日（全4回）、
13時10分～。誕生日カードや差出
人ラベルなどの作り方を学ぶ。定
員8人。2000円。 申2104018
■シニア向けインターネット安全
教室
　10月7日、13時10分～。インター
ネットの犯罪やトラブルの事例と
対処法を学ぶ。60歳以上8人。500
円。 申2104019
■初心者向けカレンダー作成講座
　10月12日、13時10分～。表計算
ソフトでカレンダーを作る。定員
8人。500円。 申2104016
■未経験者向けビデオ通話体験講座
　10月19・26日（全2回）、13時10分
～。オンラインでのビデオ通話を体
験。定員8人。1000円。 申2104020
　いずれも会場は情報プラザ。各
回120分。費用はテキスト代他。
申電話またはハガキに講座名、
申番号、〒住所、氏名、年齢、電
話番号、市外在住の方は勤務先ま
たは通学先を書き、9月23日（必着）
までに〒243-0021岡田3050情報プ
ラザ☎220-2711へ。抽選。

危険物取扱者試験受験準備講習会
　11月6日、9時30分～17時。愛川
町消防本部。危険物取扱者試験の
受験対策。9600円（テキスト代他）。
申消防本部や各消防署・分署にあ
る申込書を、9月21日～11月5日に
直接、予防課☎223-9369へ。

市が初めて施工するトンネル工事

•�県道63号相模原大磯から
下古沢方面への延伸

•�環状系道路として、市内
道路のネットワーク強化
機能

•�森の里東土地区画整理事
業施行区域へのアクセス
道路



あつぎ
郷土博物館館學藝員のススメ

　博物館の2021年度の融合展示
コーナーは、「水」をテーマに
しています。その中から、縄文
時代の漁業に関係する考古資料
を紹介します。
　縄文時代の集落跡からは、魚
を捕るための網漁に使われた錘

おもり

と思われる遺物が出土すること
があります。多くは平たい石の両
端を打ち欠き、ひもを固定しや
すくした「石

せき

錘
すい

」と呼ばれる石器
ですが、他にも縄文土器のかけ
らを削って作った「土器片錘」と

呼ばれるも
のもありま�
す。
　石よりも、
土器のかけ
らを加工す
る方が簡単に思われますが、土
器片錘が出土するのは珍しく、
錘には主に石製のものが使われ
ていたようです。実際に手に
持ってみると、石製の方がずっ
しりとしていて、錘としての効
果は高そうです。
　博物館に訪れて、
縄文時代の生活を感
じてみませんか。
詳しくは博物館HPに掲載 施設案内▲

問あつぎ郷土博物館☎225-2515

第24回 　博物館の学芸員が、あれ
これを語り倒すコーナー。

　妊娠の仕組みや不妊につい
て話を聞いてみませんか。

　健診や予防接種、ウオーキングなどでポイントを貯めて応募すると、
抽選で特典が当たる事業の第1回応募締め切りが迫ってきました。

《対象》市内在住在勤在学の方
《景品》 体重計や商品券、物産

引換券など
申市役所本庁舎や保健福祉センター、�
公民館などにあるポイントカード
を、直接または郵送で9月30日（必着）
までに〒243-8511健康
長寿推進課または応募
箱へ。電子申請システ
ムからも応募可。

《日時》　11月6日� 10時～11時30分
《場所》　 保健福祉センター
《内容》　 産婦人科医による講義。個別相談あり。
《対象》　 妊娠を望んでいる男女10組
《費用》　 無料
申9月15日から直接または、電話で健康づくり課へ。先着順。

問健康長寿推進課☎225-2174

妊娠・不妊にまつわる
こころとからだ

赤ちゃんが欲しくなったら あゆコロちゃんあゆコロちゃん
GENKIポイントGENKIポイント

₁回目の
締切迫る

⃝問健康づくり課☎225-2597

縄文時代の
漁業道具
佐藤 健二

詳しくはこちら

石錘と土器片錘

３2021(令和３)年９月15日

L
 レ ッ ツ  

et's コグニサイズ
　10月26日、10時～11時30分。あ
つぎ市民交流プラザ。運動を取り
入れた認知症予防プログラム。市
内在住の65歳以上25人（介護認定
を受けている方は要相談）。無料。
申直接、電話またはハガキに教室・
コース名、〒住所、氏名、生年月日、�
電話番号を書き、9月30日（必着）
までに〒243-8511介護福祉課�☎
225-2388へ。抽選。 申2107011

女性h
ハ ッ ピ ー
appyビジネススキル

アップ講座
　①10月30日②11月6日（全2回）、
10～16時。あつぎ市民交流プラザ。
①ストレスと上手に付き合う方法
②自己主張の方法や仕事と子育て
を両立できる働き方を学ぶ。女性
20人。無料。託児あり（1歳～小
学3年生。要予約）。申直接、電話
またはハガキ、ファクスに講座名、
〒住所、氏名（ふりがな）、電話
番号、託児の有無（子どもの氏名、
ふりがな、生年月日）、参加希望
日を書き、10月11日（必着）まで
に〒243-8511市民協働推進課☎
225-2215・ 221-0275へ。抽選。
申2114003

健康運動指導士による未病運動講座
　11月4・16・26日、①9時30分～
10時15分②10時45分～11時30分。
保健福祉センター。健康運動指導
士による正しい歩き方、腰痛・膝
痛予防のための運動、おなか回り
をスッキリさせる体操などの助言
と実技。市内在住20歳以上各回15
人。無料。申直接または電話で10
月15日までに健康づくり課☎225-
2201へ。抽選。

救急救命講習会
■応急手当普通救命講習会
　10月15日、9時～。応急手当の
重要性、心肺蘇生法、自動体外式
除細動器（AED）の取り扱いなど。
市内在住在勤在学の中学生以上15
人。 申2041034
◆応急手当普及員再講習会
　10月30日、9時～。普及員の有効
期限の更新や技能の維持・向上の

ための講習。有効期限（3年）以内
で市内在住在勤在学の普及員15人。�
申2041035

　いずれも180分。消防本部。無料。
申■9月15～22日◆9月27日～10月
7日に救急救命課☎223-9365へ。
抽選。

緑の講座
　10月13・20・27日（全3回）、10
時～11時30分。ぼうさいの丘公園。
未来の地球を「農」の視点で考え、
野菜や果物の保存方法などを学ぶ。�
市内在住在勤在学の方30人。無料。
申ハガキ、ファクスに〒住所、�
氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、
参加人数を書き9月30日（消印有
効）までに〒243-0036長谷626-1
環境みどり公社☎225-2774・
248-9502へ。抽選。 申2147002

親子で作る！カラフル餃
ぎょう

子
ざ

　10月9日、①10時30分～12時②
13時30分～15時。JAあつぎ本所。
厚木産の地粉や野菜などを使用し
たカラフルな蒸しギョウザを皮か
ら作る。JAあつぎ組合員、市内・
清川村在住の小学生以下の子ども
と保護者15組（1組3人まで）。1000
円。申9月30日までに電話でJAあ
つぎ☎221-6881へ。先着順。

スポーツ協会の教室
■バドミントン教室
　10月5・7・12・14日（全4回）、
19～21時。市内在住在勤在学の方
30人（小・中学生を除く）。2000円。
◆ジュニアバレーボール教室
　10月16・23・30日（全3回）、18
時30分～20時30分。市内在住の小
学生20人。無料。
　いずれも基礎技術講座。南毛利
スポーツセンター。申ハガキ、ファ
クス、Eメールに教室名、〒住所、
氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、
◆は学年を書き、9月■25日◆30日

（必着）までに〒243-0039温水西
1-27-1スポーツ協会☎247-7212・
248-7151・ info@atsugi-sports.�
comへ。抽選。

チェーンソー講習会
　11月30日～12月2日（全3回）、9時
～16時30分。ぼうさいの丘公園。
安全に操作するための知識を身に
付ける。①2022年3月31日時点で
60歳以上②全日程を受講できる③
シルバー人材センター・生きがい事
業団の会員入会説明会を受けた④
会員となり就業する意欲がある―の
全てを満たす県内在住の方30人。
無料。申市シルバー人材センターや県
シルバー人材センター連合会HPにあ
る申込書を直接または郵送、ファク
ス、Eメールで10月22日（必着）まで
に〒231-0026横浜市中区寿町1-4
県シルバー人材センター連合会☎
045-633-5432・ 045-633-5433・
kanaren.k@sjc.ne.jpへ。選考あり。

あつぎスポーツアカデミー
■湘南ベルマーレ小学生体力づくり
アカデミー（2学期）
　10月17・30日、11月14日、12月
12・18日（全5回）。14時30分～15
時30分。駆けっこやラグビー、サッ

カーで運動能力の向上を目指す。
市内在住在学の小学1～3年生20人。�
各回500円。
◆野球にチャレンジ!キッズ野球
アカデミー
　10月16・23日（全2回）。10時～
11時30分。キャッチボールや打撃
を体験。市内在住の年中～小学2
年生20人。無料。
　いずれも南毛利スポーツセン
ター。申ハガキ、ファクス、Eメール
にイベント名、〒住所、氏名（ふり
がな）、年齢、電話番号、■は学年
を書き、9月30日（必着）までに
〒243-0039温水西1-27-1スポーツ
協会☎247-7212・ 248-7151・
info@atsugi-sports.comへ。抽選。

募　集
第4次広域計画素案に対する意見募集
　《期間》10月1日～11月2日、8時
30分～17時15分《資料配布場所》
国保年金課《意見書提出》国保年
金課にある意見書を直接、国保年
金課☎225-2223へ。

《「募集」は4面に続きます》
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愛甲石田駅周辺まちづく
り検討委員会の委員
　愛甲石田駅周辺を対象に、将来
目指すまちの姿などを検討する委
員を募集します。
　《対象》①市内在住在勤在学で
応募日現在18歳以上②他の審議会
などの委員でない③市の議員・職
員でない④平日昼間の会議に出席
できる―の全てを満たす方3人程
度《任期》11月～（1年間）《報酬》
日額7800円（交通費含む）。申市
街地整備課や公民館、市HPにある
申込書を直接または郵送、Eメー
ルで10月15日（必着）までに〒243-
8511市街地整備課☎225-2851・
5000@city.atsugi.kanagawa.jpへ。
書類選考あり。

市立病院の職員
　市立病院で働く視能訓練士を募
集します。
　《一次試験日》11月7日《対象》
1987年4月2日以降生まれで、①視
能訓練士の免許を持つ②2022年の
国家試験で取得見込み―のいずれ
かに該当する方1人。申市立病院
や市役所本庁舎、本厚木・愛甲石田
駅連絡所、市立病院HPにある申込
書を、直接または郵送で10月27日
（消印有効）までに〒243-8588水引

1-16-36病院総務課☎221-1570へ。

子育て
あそぼう！まなぼう！
まめの木タイム
　10月26日、11～12時。まつかげ
台児童館。手遊び・親子触れ合い
遊び、発達に関するお話など。乳
幼児と保護者10組程度。申当日直
接会場へ。先着順。問療育相談セ
ンター☎225-2252。

一緒に伸ばす赤ちゃんの発達
　10月29日、10時～11時30分。保
健福祉センター。理学療法士によ
る講義と子どもの発達を促す体を
使った遊び。市内在住の7カ月～
歩く前の子どもと保護者10組。無
料。申10月1日から健康づくり課
☎225-2597へ。先着順。

親子ふれあい遊び
■7カ月から歩き始めの子ども
　10月13日、10時30分～。市内在
住の生後7カ月～歩き始めの子ど
もと保護者10組（既受講者を除く）。�
申2112021

◆2歳児

移動図書館

わかあゆ号 問中央図書館☎223-0033

貸し出しは１人10冊まで。
雨天中止。10月

5・19日
エステスクエア本厚木
勝見公園
緑ケ丘北公園

13：30～14：00
14：30～15：00
15：30～16：00

6・20日
たちばな幼稚園前
そりだ公園
妻田東児童館

13：15～13：45
14：15～15：00
15：30～16：00

7・21日
くすのき公園
山際公園
西ノ久保公園

13：30～14：00
14：30～15：00
15：30～16：00

8・22日※ 宮の里公園
上戸田児童館

10：30～11：30
15：15～16：00

12・26日
まつかげ台中公園
大谷公園
鳶尾児童館

13：30～14：00
14：15～15：00
15：30～16：00

13・27日
愛名第二公園
愛甲宮前公園
愛甲児童館

13：30～14：10
14：45～15：15
15：30～16：00

14・28日 長谷公園
毛利台児童館

14：30～15：10
15：30～16：00

1・15・29日
子合児童遊園
本厚木スカイハイツ
山際児童館

10：30～11：30
14：00～14：45
15：30～16：00

※下戸田菅原神社は工事のため休止中。

1日 古松台 15日 妻田東・七沢

4日 荻野 18日 愛甲・小野

5日 中依知 19日 荻野新宿

6日 上依知・妻田 20日 下古沢・温水恩名

7日 森の里・戸室・厚木ガスリセ 21日 愛甲原・上落合

8日 鳶尾・上荻野 22日 岡田・藤塚

11日 中戸田 25日 浅間山

12日 三田・まつかげ台 26日 毛利台・吾妻町

13日 宮の里 27日 下川入・上戸田

14日 飯山中部・及川 28日 山際・緑ケ丘・金田

　厚木ガスリセ以外は全て児童館。保護者・子ども同士
の交流と子育て相談の場。6歳までの子どもと保護者《時
間》10時15分～11時45分。申当日直接会場へ。

子育てサロン移動

問子育て支援センター☎225-2922 2112023
10月

②緑ケ丘小・毛利台小《対象者》
2022年度に対象校の小学1～6年生
になる児童で①旭町4丁目11～13
番・15～18番、岡田1丁目1～5番・8
～10番、岡田2丁目4～17番、岡田4
丁目1～2番②緑ケ丘小＝恩名5丁
目全域、温水1856・1884～1887・
1889・1905～1906・1923の一部・
1928～1937・1945～2274。毛利台小
＝恩名1554～1558、温水1137～1154・�
1616～1625・1646～1657・1746～
1855・1857～1883・1888・1890～
1904・1907～1922、1923の一部・
1925～1926・2275～2337に在住の
方。申教育総務課や市HPにある
申請書を、10月11日～11月17日に
直接、教育総務課☎225-2663へ。

小学校入学対象者の健康診断
　来年4月に小学校へ入学する子
ども（2015年4月2日～16年4月1日
生まれ）を対象に、健康診断を実
施します。詳しくは対象の世帯に
郵送。問学務課☎225-2651。

中学校選択制度（隣接区
域選択制）
　来年4月に中学生になる児童が、
住所地に基づく指定中学校に隣接
する学校を選択できる制度です。申�
10月12日～11月10日に直接、学務
課☎225-2650へ。詳しくは、学校で
配付する案内または市HPに掲載。

飯山グラウンド・テニス
コートの休場
　改修に伴い10月1日～2022年3月
31日は休場します。問スポーツ推
進課☎225-2530。

10月17日は情報プラザを
臨時休館
　施設点検のため臨時休館しま
す。問情報プラザ☎220-2711。

厚木地区の病院で働きま
せんか
　厚木地区の病院では看護師を随
時募集しています。
　《対象》看護職への就職や、子
育てなどで休職し復職を考えてい
る方。申厚木地区看護部長会☎
284-2121へ（9～17時）。

　10月22日、10時30分～。市内在住�
の2歳児と保護者15組。 申2112022
　いずれも各回50分。あつぎ市民
交流プラザ。親子で触れ合い遊び
を楽しむ。無料。申10月■6日◆
15日までに子育て支援センター☎
225-2922へ。抽選。

ベビーマッサージ
　10月①1日②15日、10時30分～
11時30分。あつぎ市民交流プラザ。
オイルを使ったマッサージで赤
ちゃんとの関わり方を学ぶ。市内
在住の生後1～6カ月の赤ちゃんと
保護者各回10組（既受講者を除
く）。300円（オイル代）。申①9月
15～24日②9月29日～10月8日に子
育て支援センター☎225-2922へ。
抽選。 申①2112019②2112020

スーパーエンジョイタイム・
お山へ行こう
　10月30日、10時～12時30分。�
七沢森林公園方面。親子で自然散
策を楽しむ。市内在住の2歳以上
の未就学児と保護者20組。1家族
100円。申10月19日までに子育て
支援センター☎225-2922へ。抽選。
申2112024

お知らせ
厚木第二・南毛利小学校の一部通
学区域で学校の選択ができます
　市立小・中学校の学校規模の適
正化に当たり、児童数が多い厚木
第二・南毛利小学校の通学区域の
一部に在住の方は、隣接する指定
の学校を選択できます。
　《対象校》①厚木第二小②南毛
利小《選択できる学校》①相川小

会　場 日　程 催し名
あつぎ
アートギャラリー
（�アミューあつぎ5階
あつぎ市民交流プラザ）

10月7～12日 山口和代�創作人形展

ロードギャラリー
（厚木地下道） 10月22日～11月17日

セーフコミュニティのあゆみ
あつぎ環境フェアに関する展示

問あつぎ市民交流プラザ
☎225-251010月の

広告

日時　10月15日　10～11時
場所　玉川小学校
内容　�制度の説明や学校の行事、学

びの環境などを紹介
対象　�市内在住または転入予定の児

童（全学年）の保護者。支援
級在籍予定の方は、事前に就
学相談が必要。

申学務課や市HPにある申請書を10
月12日～11月10日に直接、学務課へ。

　玉川小学校を小規模特認校に指定
し、特例として通学区域外からの入
学を認めています。

小規模特認校小規模特認校
�� 制度制度のの説明会説明会

問学務課☎225-2650
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歯と歯ぐきの健康相談
　10月4・21・28日、9時30分～11時
30分。保健福祉センター。歯科衛
生士が歯磨きや口の悩みに答え
る。無料。参加者には歯間ブラシな
どをプレゼント。申当日直接会場
へ。問健康づくり課☎225-2201。

行政相談
　10月14・28日、13～16時。市役
所本庁舎。10月18～24日の行政相
談週間にちなみ、委員が社会福祉、
医療保険、年金などの相談や意見
を受けます。無料。申当日直接会場
へ。問市民協働推進課☎225-2215。

2022年分公的年金の扶養控除
　対象者に扶養控除申告書を送付
しています。控除に該当する場合
は、期限までに提出してください。
　《対象》高齢または退職で年金
を受けていて①65歳未満で受け取

り金額108万円以上②65歳以上で
受け取り金額158万円以上―のい
ずれかに該当する方。問日本年金
機構☎0570-081-240。

不登校相談会・進路情報
説明会
　10月10日、13時～16時30分。あ
つぎ市民交流プラザ。不登校児童・
生徒や高校中退者、保護者の個別
相談会。無料。申当日直接会場へ。
問県子ども教育支援課☎045-210-
8292。

10月1～7日は「公証週間」
　公証制度は、法律の専門家であ
る公証人が公正証書を作り、トラ
ブル防止や安全な取引を目指す制
度です。遺言の他、任意後見、離
婚、土地建物の賃貸借、金銭消費
貸借などの契約には、公証制度を
利用してください。問厚木公証役
場☎221-1813。

献血に協力を
　9月18日、10月1・16日。10～12
時、13時45分～16時。本厚木駅北
口。本厚木献血ルームでは、年末
年始を除く9時40分～17時30分に
随時受け付けています。（献血内
容で時間が異なる）。問県赤十字
血液センター☎228-9818。

建設業退職金共済制度
　事業主が労働者の働いた日数に
応じて掛け金を払い、労働者が退
職したときに建退共から退職金を
支払う制度です。
　《加入できる方》建設業を営む
方《対象》建設業の現場で働く方

《掛け金》日額310円（10月から

320円）。詳しくは建退共ＨＰに掲
載。問建設業退職金共済事業神奈
川県支部☎045-201-8454。

　市内5大学で多彩な教養を学べる生涯学習の場です。
今年はビデオ会議ツール「Z

ズ ー ム

oom」で開催します。
� 問文化生涯学習課☎225-2512
①神奈川工科大学
日時　10月10日、11月7・21日　10時～11時30分
内容　市の防災放送と避難所の音情報の聞こえ、ネットワーク
による挑戦（暗号と見守り）、防犯のIT支援（森の里4丁目）
②湘北短期大学
日時　11月28日、12月4・11日　10～11時（最終日は11時30分
まで）
内容　観光文化を考える（米国の事例）、歴史から考える子ど
も問題の変遷、アサーション・自分と相手のためのコミュニケー
ション
③松蔭大学
日時　12月18日、1月8日　10時～11時30分
内容　核兵器をめぐる歴史と現状、challengeの語源、用例、文化
④東京工芸大学
日時　12月25日　10時30分～11時50分
内容　最近のドローン技術とその応用

申市内在住在勤在学の方各
20人。受講料は①②600円③
400円④200円。Eメールに
氏名（ふりがな）、〒住所、
年齢、電話番号、Zoomの利
用経験有無、使用機器を書
き、①9月29日②10月31日③
④11月29日まで（必着）に文
化生涯学習課 0350@city.�
atsugi.kanagawa.jpへ。抽選。
申①2101088②2101089

　　③2101090④2101091

みみ んん ななの で
つくる
声声

ままちち
　感染症対策のため、書面で意見
交換会を開催します。資料が必要
な方は申し込みをお願いします。

《意見交換会》
■公共施設最適化基本計画の改 
定、公共施設個別施設計画の策定
■公の施設の使用料等の改定
申いずれも電話またはファクス、
Eメールに〒住所、氏名、電話番号
を書き、9月22日までに行政経営
課☎225-2160・ 225-3732・ 0600
＠city.atsugi.kanagawa.jpへ。
■交通安全推進計画
申電話またはファクス、Eメール
に〒住所、氏名、電話番号を書き、
9月22日までに交通安全課☎225-
2760・ 295-2421・ 3400＠city.
atsugi.kanagawa.jpへ。

受講者募集 あつぎ協働大学

厚木市
公式

【対象】市内在住在学の未就学児～高校生（団体応募は不可）
【募集作品】絵画。四つ切サイズ画用紙（38×54㌢）、縦横自由、学校などで未発表の物
【テーマ】冬をイメージした作品
【募集点数】24点（1人1点。先着順）
【出品料】無料
【展示期間】12月1日～2022年2月28日（年4回展示を予定）
申文化生涯学習課や市HPにある申込用紙を、郵送、ファクス、Eメールで9月15日～10月
15日（必着）に、〒243-8511文化生涯学習課 225-3130・ 0350@city.atsugi.kanagawa.
jpへ。10月22日以降に応募結果や絵の作成・提出方法などを文化生涯学習課から連絡。

　子どもの自由な発想と表現を
育むため、作品を展示するコー
ナーを設置します。皆さんの応
募をお待ちしています。
問文化生涯学習課☎225-2508

きみの絵でつくる美術館

あつぎこども美術展

　まちの旬な情報やきれいな景色など、厚木の
魅力を発信しています。� 問広報課☎225-2040

インスタグラム＆ツイッターインスタグラム＆ツイッターインスタグラム＆ツイッター
で

情報発信

《インスタグラム》atsugi_city
《ツイッター》＠Atsugicity_PR
ハッシュタグ「♯niceatsugi」をつけた投稿
の中から、毎月七つ、大賞を決定しています。
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《情報を受け取る方法》
①スマートフォンなどにLINEのアプリをインストール
　「App Store」または「Google Play」で「LINE」を検索し、インストール
②アプリを起動しユーザー登録
③市公式アカウントを友だち登録
　「ホーム」上部の検索窓にID「atsugi_city」を入力
　または右の二次元コードから友だち登録
④受信設定
　トーク画面の「受信設定」→「お知らせ受信設定」
　を押し、「市からのお知らせ」「医療・保健・福祉」
　がオン（青色）になっていることを確認。
⑤空き情報が届いたら左記の方法で予約

《対象》�市内在住で母子手帳を持つ妊娠中の方
　　　 ※出産のために市内に里帰りしている方も対象
《接種場所》①市立病院
　　　　　 ②市内産科医療機関（市HPに掲載）
申① 9月9日から市立病院☎221-1570（内線3153）へ。平日15〜17時に

受け付け。
　②各医療機関の準備が整い次第、予約の受け付けを開始。

《受ける前に》
・予約は、接種後2〜3日は安静に過ごせるよう、日程に余裕を持つ
・通院中の方は、かかりつけの医師に相談する
・日常服用している薬は自己判断で中断しない
・予約当日に体調が優れない場合は、無理せずキャンセルする
・ 過去2週間以内に新型コロナウイルス感染症患者（疑いを含む）と接触また

は、同居の家族が待機期間内の場合は、来場を控える
《副反応の症状》
　発症時間や症状などは人によって異なります。
詳細は右の二次元コードで確認できます。

　市ＨＰのトップページまたは
下の二次元コードから予約サイ
トへ

・ １回目の予約時に3週間後の同じ曜日・時間に２回目を自動予約します。
・ 厚木市に住民登録がない方は、集団接種会場の予約はできません。

個別接種の医療機関で予約してください。

　ワクチンの供給量に応じ予約を受け付けています。

　希望する方は手元に接種券を用意し予約をお願いします。

　接種券を見ながら、接種券番
号（10桁）と接種する人の生年
月日を入力。画面の案内に沿っ
て日時を選び、氏名、電話番号
などを入力して予約完了

　管理栄養士から子ども
の月齢や発達に合った離
乳食を学んでみませんか。

日時　10月27日①9時30分〜②11時〜（各回1時間）
場所　保健福祉センター
内容　レシピの紹介や手づかみ食べの方法など
対象　市内在住で9〜11カ月の乳児の保護者各回8人
費用　無料

申 9月15日から直接、または電話で健康づくり課
へ。先着順。

市ワクチン予約専用ダイヤル

②ログイン、日時選択

ワクチン接種の状況
　市では予約キャンセル情報や接種後の副反応
などをお知らせしています。接種を希望する方
は予約をお願いします。

問市新型コロナウイルスワクチン接種コールセンター
☎0570-054-666

■集団接種（大規模接種会場)

■集団接種の予約方法

◆電話予約

《接種期間》 11月30日まで�10～18時

☎050-3198-0218 （24時間対応）

《場　　所》 イオン厚木店�6階

　自動応答。接種券番号が必要

新型コロナウイルスワクチン接種関連情報

①予約ページにアクセス

空き情報をお知らせ

事前に確認を

　集団接種会場でキャンセルが発生したとき、予約の空き情報をお
知らせします。市公式アカウントの友だち登録が必要です。

妊娠中の方の感染による重症化を防ぐため、優先接種を始めます。

　ワクチン接種で副反応が起きる可能性があります。接種前に確認
しましょう。

◆インターネット予約 L
ラ イ ン

INEでキャンセル情報を発信

接種後の副反応に備えよう

離乳食セミナー 
カミカミ教室

不安や悩みを一緒に解決

問健康づくり課☎225-2597

◆空手クラブ　土曜、13〜14時。緑ケ丘公民
館他。空手を楽しむ。3〜12歳。無料。問内田
☎090-9130-9502。

◆シニア将棋倶楽部　火・木曜、9〜17時。老
人福祉センター寿荘。楽しみながら棋力を磨
く。市内在住の60歳以上10人。年会費2000円

（備品代他）。問羽鳥☎090-8810-6805。

◆陶芸愛好会　第1・2・4月曜、第3水曜、9〜16
時。老人福祉センター寿荘。陶芸や仲間との交流
を楽しむ。50歳以上5人。入会費2000円、月会費
3000円（材料・講師代）。問三平☎090-6193-9739。

伝言板
サークルの情
報などを紹介。

　鑑賞料、上映時間などの詳細は、直接劇場
へ。感染症予防のため、座席の間隔を空ける
などの対策をしています。
問あつぎのえいがかん�kiki☎240-0600

太陽の子

9月18日～10月1日
海辺の彼女たち
パンケーキを毒見する
Summer of 85
ココ・シャネル　時代と
闘った女 9月25日～10月8日
明日に向かって笑え！
ゴジラvsコング 9月25日～10月15日
映画：フィッシュマンズ

10月2～15日
ホロコーストの罪人

犬部！ 10月9～22日

《電話を掛ける時の注意》
・発信者番号通知設定をオンにする
・ 接種券番号などを入力するため、スマートフォンや固定電話などの

ボタンを押せる電話から、静かな場所で掛ける
・人工知能が対応するため、ゆっくり大きな声で話す
・質問が終わってから話し、質問内容以外は話さない

妊婦への優先接種を開始

公式アカウント



これまで以上の対策を
　感染力が強いデルタ株が流行しています。これまで以上に対策を徹底し
ましょう。 問健康長寿推進課☎225-2174

72021(令和３)年９月15日

地域医療を守るために

3月

163人

4月 5月 6月 7月 8月

154人 196人 219人
284人

1436人

子育てパスポートがますます便利に

　18歳未満の子どもがいる世帯が登録でき
る子育てパスポート「A

ア ユ コ
YUCO」をご存知で

すか？カードをお店に見せると、割引やサー
ビスなどの特典が受けられるんです。私も、
子育て中はよく使っていました。その
AYUCOが10月から電子化されるとのこと
で、話を聞いてきました！

　まず、登録手続きは窓口へ行かずスマホで
できるようになります。そして、お店の検索
やサービス内容の確認なども可能。おむつ交
換台やお湯の提供の有無など、事前に知りた
い情報も載っています。サポーター店舗も、
セールやイベントのお知らせなどが発信で
き、ホームページ代わりに使えます。無料な
のがうれしいですね。お話を聞いて、厚木市
がますます子
育てしやすい
環境になる予
感がしてワク
ワ ク し ま し
た。皆さんもぜ
ひ、登録して
活用してみて
くださいね。

市民リポ
ーター

市民リポ
ーターがが

活動活動をを紹
介紹介

画面を見せるだけでお得なサービスが
受けられる

　市で働く方を募集します。
《職種》①事務上級Ａ②土木
上級③建築機械上級

《対象》①1991年4月2日〜
2000年4月1日に生まれた方
②③1986年4月2日〜2000年
4月1日に生まれた方
今後、建築上級・建築電気上級
の職種を募集する場合あり。市
HP・Twitter（＠Atsugi_saiyo）
で随時お知らせ。

　感染者数の増加で、医療従事者へ
の負担が増えています。病院へのか
かり方を改めて確認しましょう。

症状に合った適切な受診を

　軽い症状でも休日や夜間に救急外来を受
診する「コンビニ受診」が多く見られます。
感染症の対応で救急外来の負担が増える
中、コンビニ受診は医療体制の維持に大き
な影響を与えています。命を救うため、適
正な受診をお願いします。

　かかりつけ医は、身近な場所で初期の治
療や相談が受けられる医師です。新型コロ
ナウイルス感染症の検査も、多くの医療機
関で受けられます。受診を希望する場合は、
かかりつけ医に連絡してください。

　救急外来では、休日や夜間は通常よりも少
人数の診療体制で、緊急性の高い患者を受け
入れています。症状が軽い場合は、平日の一
般診療を受診してください。

受付時間　平日：19時〜21時30分
　　　　　土曜：18時〜21時30分
　　　　　日曜・祝日：9時〜11時30分、
　　　　　14時〜16時30分、18時〜21時30分
　あつぎ健康相談ダイヤル24 0120-31-4156
　かながわ小児救急ダイヤル☎045-722-8000
　　　　　　　　　　　　　 ＃8000

　ウイルス排出量：従来株の1200倍
　感染力：従来株の2倍
　　　　　インフルエンザの3倍

　不要不急の外出を控え、改めて感染対策を
徹底しましょう。

■県内感染者の約9割がデルタ株

■基本的な感染対策の徹底を

■救急外来のコンビニ受診は控えて

■まずはかかりつけ医に

■平日 ・診療時間内の受診を

■休日 ・夜間で症状の軽い方は
　　メジカルセンターへ　 　 ☎297-5199

適切な受診を

厚木で強みを
生かそう

問職員課☎225-2070

市職員を募集

市民リポーター
森田 恵子さん（51・戸室）

※感染症の情報は市HPに掲載

詳しくはこちら

デルタ株の特徴

申 9月27日まで
に市HPから申
し込み。

　医療資源という言葉が
あるように、提供できる
医療には限りがありま
す。感染症の拡大により、
提供体制のバランスが崩
れつつあり、最も危機的
なのが救急医療です。救
急の患者に加え、感染症
患者の対応に追われている病院や救急隊は悲鳴
をあげています。「感染が心配だから」「薬がな
い」などの理由で救急車を要請する事例も報告
されています。
　市内には各地域に診療所や病院が多くあり、医
療体制が整っています。地域医療を守るために、
軽症の方は診療所を受診し、判断できない場合
はかかりつけ医や相談ダイヤルなどに連絡して
ください。症状に合った受診をお願いします。

新型コロナウイルス
感染症専用ダイヤル 音

　
声
　
案
　
内

1全日（24時間）
2全日（9〜17時）
3489平日（9〜17時）

※コロナ接触確認アプリ
協力金第9・10・11・12弾のうち、その他区域のこと

経営相談
営業時間短縮要請・マスク飲食実施店認証制度相談

L
ラ イ ン
INEコロナお知らせシステム、その他

発熱や咳などの症状のある方、感染の不安のあ
る方、健康･医療、診療できる医療機関の案内、
C
コ コ ア
OCOA※・濃厚接触者のことなど

協力金第13・14弾および第9・10・11・12弾の
うち、まん延防止等重点措置区域内のこと

1

2

8
9

3
4

0570-056-774
045-285-0536☎

市内の感染者数（月別）
最多を更新

厚木医師会
馬嶋順子 会長

相��

談
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児童虐待
Ｄ Ｖ
（女性専用）

月～金曜、９～17時 家庭相談課
☎221-0181・0182

7階
市
役
所
第
２
庁
舎

女性一般 月～金曜、10～17時
生き方や家庭、職場の悩みなど 女性のための

相談室
☎221-0123女性法律 第3金曜（祝日の場合は第2金曜）、

13～16時 要予約

教 育 月～金曜、９～17時（火曜は20時） 要予約
子どもの教育※電話・Ｅメールでの相談可

青少年教育相談センター
☎221-8080 6階

ボランティア 第3金曜、13～16時 市民協働推進課
☎225-2141 3階

生 活 困 窮
からの自立 月～金曜、９～17時 福祉総務課

☎225-28９5 1階

成年後見 第2・3水曜、13～15時 要予約 司法書士
第3木曜、13～14時 要予約 弁護士

権利擁護支援センター
☎225-2９3９ 4階

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

生活習慣病
予 防

９月28日、９時15分～11時20分　要予約
10月6日、13時15分～15時20分　要予約

健康づくり課
☎225-2201

3階

自殺予防
10月7日、９時～11時50分 要予約（前日まで）
10月18日、13時～15時50分 要予約（前日まで）
臨床心理士による「いのちのサポート相談」 2階

健 康 月～金曜、９～17時

子 育 て 8時30分～17時15分 子育て支援センター
☎225-2９22 8階 あ

つ
ぎ
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

（
ア
ミ
ュ
ー
あ
つ
ぎ
）

就 労 月～土曜、10～17時 要予約
15～4９歳のニートや引きこもりの方の就労

若者サポートステーション
☎2９7-3067 7階

勤労者のための
法律相談（夜間）

第4金曜、17時20分～20時 要予約
労働条件、賃金不払い、解雇、生活のトラブルなど 産業振興課

☎225-2585 5階
働く人の
心の悩み 偶数月の第4水曜、18時～20時50分 要予約

在宅医療 月～金曜、９～17時 　厚木医師会在宅相談室
　ル リアン☎240-03９3

歯と口の
健康相談 月～金曜、９～17時 厚木歯科医師会

☎221-8733

地 域 の
困りごと

月～土曜、8時30分～17時15分（土曜は12時まで）
介護、健康、地域参加、日常生活の悩みなど

各地区の地域包括支援センター
（地域包括ケア推進課

☎225-2224に確認）

高 齢 者
介 護

月～金曜（水曜除く）、９～17時
高齢者の生活・介護全般

介護福祉課
☎225-2220

2階

市
役
所
本
庁
舎

ひとり親
家 庭 等

月～金曜、8時30分～17時
ひとり親家庭などが抱える悩みや自立に
関する相談など

子育て給付課
☎225-2241

税 務 10月4日、13～16時

市民協働推進課
☎225-2100
（人権相談は
☎225-2215）

総
合
相
談
コ
ー
ナ
ー（
１
階
）

登 記 10月11日、13～16時

法 律 火曜、第2～4水曜、10～16時
要予約（前週から受け付け）

司 法 書
士 法 律

９月27日、13～16時
要予約（前週から受け付け。先着6人）

交通事故 ９月24日、10月8・15日。13～16時

外 国 人 木曜、13～16時
ポルトガル語・スペイン語・英語

不 動 産 10月7日、13～16時
公 証 人 ９月17日、10月1・15日。13～15時
行政書士 10月4日、13～16時
人 権 ９月15・22日、13～16時 ※電話での相談
特定開発
事業紛争

金曜、９～16時 要予約
特定開発事業に関する紛争など

都市計画課
☎225-2401

マンション
管 理

第3水曜、13～16時 要予約（7日前まで）
管理組合の運営、長期修繕計画など

住宅課
☎225-2330

精神保健・
認知症相談

月3回程度実施。要予約 心の病気、アルコー
ル・薬物などの依存症、認知症 
日時は問い合わせてください。

厚木保健
福祉事務所
☎224-1111

厚木保健
福祉事務所

専 門 的
栄養相談

９時30分～16時。 要予約  難病・合併症の方な
どの食事。日程は問い合わせてください。

療育歯科
相 談

月2回程度（火・水曜）。９～12時、13時30分～16時。
要予約 病気や障がい、発達の遅れなどがあ
る3歳未満児。日程は問い合わせてください。

エイズ・梅毒の
検査・相談

月2回程度実施（木曜）。要予約
相談は匿名で随時。日時は問い合わせてください。

消費生活 月～金曜、９時30分～16時
契約などのトラブルや悪質商法など 消費生活

センター
☎2９4-5800

厚木商工
会議所
（4階）多重債務 第1水曜（祝日の場合は第2水曜）、13～16時 

要予約  

あああああ つつつつつ ぎぎぎぎぎ びびびびび ととととと

　７月に本厚木駅構内に開店した、フードホー
ルの店長をしています。複数の飲食店の料理を
一つの空間で味わうフードホールを担当するの
は、新卒で飲食業界に入ってから初めてです。
　学生時代に飲食店でアルバイトをしていて親
しみがあり、外食産業を手掛ける会社への就職
を決めました。入社後は店員として調理や接客
を経験した後、４年目からは店長として勤務。
もともとお気に入りのカフェでゆっくり過ごす
のが好きだったので、社として初めて「おなか
も満たせて、くつろげるフードホール」を開店
する話が出た時、自ら配属を希望しました。
　開店に向けては、従業員70人の採用や新しい
注文システムの導入など、初めての業務に苦労

しました。お店の目標は、「おもてなし」で１
番になること。調理では絶対に「おいしそう」
と思ってもらえるきれいな盛り付けを、接客で
は一人一人年齢や性別、来た目的などに合わせ、
声のトーンや言葉遣いを工夫しています。
　コロナ禍で厳しい状況ですが、外食は年齢問
わず日々の楽しみにできるものだと思います。
状況が変わって
も、心の込もった
「おもてなし」は
人間にしかできな
いし、今後もなく
ならないと信じて
います。

「おもてなし」はなくならない
フードホール店長

小泉 勝俊さん（28）

※新型コロナウイルス感染症の拡大を防ぐため、中止に
なる場合があります。事前に問い合わせてください。相談無

料 ２４時間年中無休 ◎�発信者番号は通知設定でおかけください
あつぎ健康相談ダイヤル２４ 0120-31-4156

医療機関を受診する前に電話で相談を
相談（健康・医療・介護・育児）・医療機関情報

さわやか1番 よ　　い　 ここ　 ろ

お客さんから「ありがとう」と
いう言葉がもらえると頑張れる

「仲間の良い仕事を言葉に出して褒めることで、全員で
おもてなしできるお店になると思う」と話す


